
学びたかったことを
全部経験することで
明確なビジョンが見えた

　入学前は、造形短期大学部と九州産業大学のどちらに進
むか悩んでいました。在学生の姉に相談したところ、「造形短
期大学部は様々な分野に挑戦できる環境がより整っている」
などのアドバイスをくれて…。私はゲームとイラストの両方を学
びたかったので、造形短期大学部を選択しました。
　夢はゲーム会社に就職することで、ゲームに登場するキャ
ラクターを描く仕事が目標です。上手に描くためには立体
感や表現力を養うことが大事だと考えて、「人物デッサン」と
「デッサン表現」の講義を受講。未経験だったので苦労はし
ましたが、基礎から学べたことは自身の成長につながったと感
じています。先生方の講義はもちろんのこと、あまり知らなかっ
たイラスト業界のこと、例えば絵柄の流行りやフリーランスと会
社員としての立場の違いなどを親身に教えてくれたので、将
来への不安は薄れ、明確なビジョンを立てることができました。
　卒業研究では、ゲーム会社への就職を想定し、女性向け
の恋愛シミュレーションゲームに登場するキャラクター作成と
設定を行いました。あと1年、研究生として在学するので、ポー
トフォリオのための自主作品を制作し、コンテスト応募や企業
へ持ち込むなど、学内外での時間を有意義に活用しながら
夢へと近づけられたらと思っています。

　小さい頃からデジタルカメラを使って、友だちと劇を演じて
いる様子を撮影したり、動画・アニメーションを見たりすること
が大好きでした。気づけば、もっと深く映像制作を学びたいと
考えるように。当初、専門学校への進学と悩みましたが、
設備が充実していること、その環境下で専門的なことを学べ
ることを知り、造形短期大学部に入学を決めました。
　私には、見る人たちみんなが楽しめる作品を手がけたい
という夢があります。そのため、1年生の時から映像系を中
心に選択。写真や陶芸など、映像には関係がなさそうな科
目でも興味がわいたものは可能な限り挑戦しました。どの科
目も、1年次には基礎を学ぶことが多いのですが、そこをしっ
かり抑えることで、その後の応用に役立つ、自身の強みにな
ると考えたからです。実際に「描写Ⅰ」では、ものを見る力を、
「デジタルコンテンツ技法」では、プロの現場で使われて
いる作成ソフトについての知識や技術を養うことができた
と思います。
　楽しい映像作品を制作したい気持ちは、誰にも負けませ
ん。夢に少しでも早く近づけるように、そして具現化できるよう
に、造形短期大学部で学んだことを活かし、これからも頑張
ります。
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マンガ・イラスト・フィギュア系キャラクターデザイン

Animation

●3DCG 「おおかみ」

●イラストレーション基礎
   「ペン画」

●DTV B 「トラッキング」●卒業研究 「出会い」

●イラストレーション技法
　 「天使」

●パンフレット用に制作
　 「Universe University」

Character
アニメーション・映像系 アニメーション
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